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アロマセラピーがもたらす末梢循環への効果

～アロマオイル塗布のみによる末梢循環への効果～

第２報

西病棟四階○加藤可奈堀美緒

に一定となるように設定した。被覆環境は、当院ガ

ウン型病衣を着用し、測定中は両足趾から大腿部中

間までを露出した。上半身にはタオルケットを掛け、

敷布団にケアシーツを敷き、膝下には枕を挿入した。

また、安静臥床に対する苦痛緩和のために腰部に枕

を適宜挿入した。

５．使用したオイル：ラポラトワール・サノフロ

ール社（フランス）のものを使用した。アロマオイ

ルは、循環促進に効果があるといわれているヘリク

リサム２滴・スウィートオレンジ５滴・ペパーミン

ト２滴を、ベースオイル(ホホバオイル）１５ccで３％

に希釈したものを用いた。（表Ｓ）

６．測定機器：サーモグラムはサーモトレーサー

（TH108ME:NEC三栄)、皮膚表面温度はレーザー

皮膚温度計（RayngerSmRaytak社）を使用した。

７．実験手順

１）実験前日までにパッチテストを行い、アロマ

オイルに対しアレルギー反応がないことを確認した。

２）対象者は、アロマオイル塗布開始２０分前より

安静臥床とし、心電図モニターを装着した。

Ｓ）対象者１名に対し１０ccのアロマオイルを両下

肢の全面に塗布した。

４）塗布直前と直後、その後１０分おきに２時間、

サーモグラムは左足趾から足関節までを、皮膚表面

温度は左足背動脈触知部を測定した。

５）血圧、脈拍を塗布直前、直後、以降２０分毎に

測定した。

６）自覚症状を実験中及び終了後、インタビュー

にて把握した。

８．データの分析方法：アロマオイルを塗布した

効果を判定するため、サーモグラム、皮膚表面温度

を一元配置分散分析にて検定した。解析ソフトは

SPSSを使用し、ｐ＜0.05を有意差ありとした。ま

た、血圧、脈拍から循環動態の変化を観察した。
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はじめに

末梢循環を促進することは、末梢循環の悪い患者

に対し、疾患の悪化を防ぐことや痔痛の緩和が期待

できる。また､術後の静脈血栓の予防も期待できる。

前回の研究で、血流を促進させるアロマオイルに

よるマッサージが、健康人に対して末梢循環促進に

有効であることがわかった。しかし、前回は専門家

によるマッサージがなされており、臨床の場では行

うことが難しいという問題点が課題として残った。

アロマオイルの効果は香りそのものだけでなく、

呼吸器や皮膚から吸収され、血中に精油の成分が取

り込まれることによってもたらされる。’）このこと

から塗布のみにて効果が得られた場合、臨床の場で

容易に用いることが出来ると考えた。

そこで今回、より臨床で用い易い方法を考えるた

めに、アロマオイルの塗布による末梢循環への影響

を明らかにした。

I目的

アロマオイルの下肢への塗布が、末梢循環の促進

に有効であるかを、サーモグラムと皮膚表面温度の

変化を測定し検討した。

Ⅱ研究方法

１．期間：平成１６年４月～１６年９月

２場所：西病棟５階沐浴指導室

３．対象：本研究への協力を承諾した健康な成人

女性８名。平均年齢２７．８才(range23～46）

４環境条件：実施曰の温度２７℃、湿度６０±10％
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Ⅲ､倫理的配慮 Ｖ・考察

実験前に、参加の自由意志、拒否権（途中中止を

含む)、プライバシーの保護、データの保護、研究の

意義、起こりうる危険性などについて記載された同

意書を用いて、対象者の参加の意思を確認し署名を

得た。

前回の研究ではアロマブレンドオイルでのマッサ

ージとベースオイルのみのマッサージで、サーモグ

ラム、皮膚表面温度ともにオイルマッサージに比べ

アロママッサージのほうが、マッサージ後２時間の

温度変化で有意な温度上昇がみられ、末梢循環の促

進にはアロマオイルでのマッサージが有効という結

果を得た2)。精油が皮膚から吸収されるしくみとし

て、川端は精油の分子サイズは大変小さいので、表

皮のバリアをたやすく通り抜け、真皮、皮下組織と

浸透し、毛細血管から血液に混ざって体内に吸収さ

れる1）としている。そこで、今回、アロマオイルを

塗布するだけでも効果があるのではないかと予測し

研究を行った。

四肢先端部の皮膚の血管床は温度の調整のみに動

作することがわかっており、サーモグラフィ計測で

の皮膚温変化は皮膚血流量の増減を推定しうる3）と

されている。このことから、前回の研究と同様に足

関節から足趾の範囲をサーモグラフで測定し、皮層

表面温度は足背動脈触知部位で測定した。

皮膚を露出した状態では伝導と対流が協働して体

熱が放散されてしまう4）とされている。今回、衣服

や布団の着用による温度変化への影響を取り除くた

め、両足趾から大腿部中間まで露出し、実験をおこ

なった。アロマオイル塗布後２時間、皮膚を露出し

ていたということは、下肢の温度は低下するものと

考えられる。しかし、今回、サーモグラムでの平均

温度は、アロマオイル塗布後より２時間経過するが

1.63℃の上昇を保っていた。皮膚表面温度では、平

均温度は32.33℃から32.71℃の変動でほぼ同じ温度

を保っていた。この結果は末梢循環の促進に影響が

あったと考える。また、半数の対象者がアロマオイ

ル塗布後に足が温かくなったと感じており、主観的

な効果も示唆された。

しかし、サーモグラム、皮膚表面温度ともに有意

差が出るまでには至らなかった。よって、今回の研

究ではアロマオイル塗布のみでは末梢循環の促進に

は効果があるといえなかった。

1Ｖ結果

１．サーモグラムの温度変化：アロマオイル塗布

直前から２時間後までの温度の平均値は以下のとお

りであった。オイル塗布直前と２時間後では1.63℃

上昇していたが､検定の結果はＰ＝0.259で有意差は

なかった。（表１、図１）

表１サーモグラムの温度変化（平均値）

：議事;:！
２．表面温度の変化：アロマオイル塗布直前から

２時間後までの温度の平均値は４０分後0.55℃、７０

分後に0.43℃と上昇が見られ、２時間後は塗布直前

とほぼ同じ温度となった。検定の結果はＰ＝１．０００で

有意差はなかった。（表２、図２）

表２表面温度の変化（平均温度）

:iii蕊！
３．アロマオイル塗布の前後では、心拍数、血圧

に有意な変化はなかった。

４アロマオイル塗布後、足が温かくなったと感

じた対象者が８名中４名いた。

－４１－

時間(分後） 直前 直後 1０ 2０ 3０ 4０ 5０

平均温度 32.11 32.98 33.30 33.30 33.44 33.54 33.69

時間(分後） 6０ 7０ 8０ 9０ 1００ 1１０ 1２０

平均温度 33.86 33.96 34.00 33.90 33.88 33.99 33.74

時間(分後） 直前 直後 1０ 2０ 3０ 4０ 5０

平均時間 32.35 32.36 32.47 32.51 32.71 32.9 32.51

時間(分後） 6０ 7０ 8０ 9０ 1００ 1１０ 1２０

平均時間 32.61 32.78 32.58 32.33 32.36 32.35 32.33



Ⅵ､結論

サーモグラムで温度は上昇し、皮膚表面温度では

ほぼ同じ温度に保てたが、有意差はなく、今回の研

究ではアロマオイル塗布のみでは末梢循環の促進に

効果があるとはいえない。
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図１サーモグラムの温度変化（平均値）
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図２表面温度の変化（平均温度）

表３アロマオイルの効果

オイル名
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オイル名 主な作用 効果

ヘリクリサム

園tmNt顧副足進

うっ血B;法作用

抗鬮ﾖｲｨ明り

ｉｎﾛ全を箔$露し､(ﾇﾄU)梶霞を促進ざせ血流次善を促す｡また、

スイートオレンジ
ｲｵ甫夜i醗則足進

;\､罫$法作用

主成分であるﾓ庁ルペン炭I上水識iのﾘﾓﾈﾝは血i薑i屈長作用を促し､血流を促進させ

る｡湿った冷たい体質を束H;'し樹ｺﾋにするﾌﾞ下U二働きかけ､末梢血流の改善に投立つ。

ペパーミント
うっ滞69法作用

錘顎i作用

主成分メントールはBU雷の適用部位の血液循I鼠を促し､リンパ系の浮腫を改善する｡ま

た､緩RBih栗が赤鯛犬態iEtたらす。


